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島 根 県 医 師 会 議 事 規 則 

第１章 総  則 

（代議員会の議事） 

第１条 島根県医師会定款（以下「定款」という。）第27条による代議員会の議事に関しては、この規則の定め

るところによる。 

（議長の権限） 

第２条 議長は、議場の秩序を保持し、議事を整理し、会議の事務を統理し、会議を代表する。 

（議長の代理、仮議長） 

第３条 議長に事故あるとき、又は議長が欠けたときは、副議長が議長の職務を行う。 

２ 議長及び副議長ともに事故あるときは、仮議長を選挙し、議長の職務を行わせる。 

（代議員の議席） 

第４条 議長は、代議員の席次、議事日程等を定める。 

２ 議席には、番号を付ける。 

（会議の欠席） 

第５条 代議員（代議員及び予備代議員共に）は、事故のため出席できないときは、その理由を付し、議長に

届け出なければならない。 

（会議中の出席及び退席） 

第６条 代議員は、会議中に出席したときは、自らその旨を議長に申告し、又は退席しようとするときは議長

の許可を得なければならない。 

（代議員会の開閉） 

第７条 代議員会の開会は、議長の指示により、号鈴で報ずる。 

２ 代議員会の開会及び閉会は、議長が宣告する。 

（会議の開閉） 

第８条 開議、散会、延会又は休憩は、議長が宣告する。 

２ 開議の時刻に至ったときは、議長は、会議を開くことを宣告する。 

３ 議長が必要があると認めるとき、又は延会もしくは休憩の動議が可決されたときは、議長は延会又は休憩

を宣告する。 

４ 議長が開議を宣告する前又は散会、延会もしくは休憩を宣告した後は、何びとも議事について発言するこ

とができない。 

（定足数の確認その他の措置） 

第９条 議長は、事務局が行う出席の受付により出席代議員数を確認し、出席代議員が定足数に達しているこ

とを確認したときは、開議を宣告し、出席代議員が定足数に達していないときは、休憩を宣告する。 

２ 前項により相当時間の休憩をしても、なお出席代議員が定足数に達しないときは、議長は、延会を宣告す

る。この場合、議長は、会長と協議の上、理事会に対し、あらためて代議員会の招集を求めることができる。 
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第２章 議  事 

（委員会の設置及び付託） 

第10条 議長は、議案の調査、文案の起草等のため必要があると認めるときは、会議にはかって委員会を設け、

これに付託することができる。 

（議題の宣告） 

第11条 議長は、会議に付する案件を議題とするときは、その旨を宣告する。 

２ 議長は、必要があると認めるときは、議題となった案件を職員をして朗読させる。 

（一括議題） 

第12条 議長は、必要があると認めるときは、２件以上の案件を一括して議題とすることができる。ただし、

出席代議員の２名以上から異議の申立があるときは、会議にはかって決める。 

（案件の説明、質問及び委員会付託） 

第13条 会議に付する案件は、会議において提出者の説明を聞き、質問があるときは質問を行わせ、質問が終

わったときは、討論に付し、その終結の後、表決に付する。 

２ 議長は、質問が終わった後、討論を省略し、会議にはかって委員会を設け、これに付託することができる。 

（委員会付託案件の審査及び継続審査） 

第14条 代議員会は、必要があると認めるときは、委員会に付託した案件の審査について期限を付けることが

できる。 

２ 前項の期限内に審査を終わることができないときは、委員会は、期限の延期を代議員会に求めることがで

きる。 

３ 前項の審査期限の延長が認められたときは、委員長は議長と協議の上、委員会を招集し、その継続審査を

することができる。 

４ 委員会が付託された案件の審査を終わったときは、委員長は、直ちに文書をもって、その経過及び結果を

代議員会に報告しなければならない。 

（付託案件の報告） 

第15条 議長は、委員会に付託した案件の審査が終わったときは、委員長にその経過及び結果の代議員会への

報告を求める。 

２ 委員長の報告には、自己の意見を加えてはならない。 

（委員長報告に対する質問、討論及び採決） 

第16条 代議員は、委員長報告に対し、委員長に質問することができる。 

２ 議長は、前項の質問が終わったときは、討論に付し、その終結の後、表決に付する。ただし、議長が討論

の必要がないと認めるときは、会議にはかり、討論を経ないで直ちに表決することができる。 

（決議案件の条項、字句及び数字等の整理） 

第17条 代議員会は、決議の結果生じた条項、字句、数字その他の整理については、議長に委任することがで

きる。 

（議事の公開） 

第18条 代議員会の会議は、これを公開とする。 
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第３章 発  言 

（発言の許可等） 

第19条 会議における発言は、自己の議席番号及び氏名を告げた上で、すべて議長の許可を得て行わなければ

ならない。 

２ 理事者（番外）が発言を求めるときは、議長は、これを許可しなければならない。ただし、代議員の発言

中はこの限りでない。 

（発言の要旨の提出等） 

第20条 提出案件又は会務に関して質問又は討論をしようとする代議員は、あらかじめ、議長に発言の要旨を

文書で提出しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、議長は、必要があると認めるときは、文書の提出によることなく、代議員に発

言を認めることができる。 

３ 発言の順序は、議長が定める。 

４ 発言の要旨を文書で提出した者が欠席のとき、又は議場にいないときは、第１項の文書はその効力を失う。 

（議長の議席での発言及び討論） 

第21条 議長が代議員として発言しようとするときは、副議長を議長席につかせ、議席において発言しなけれ

ばならない。 

２ 議長が討論したときは、その議題の表決が終わるまでは、議長席に復することはできない。 

（討論） 

第22条 代議員は、議題となった案件について討論しようとするときは、反対又は賛成の旨を明かにして議長

に通告しなければならない。 

２ 討論については、議長は、最初に反対者をして発言させ、次に賛成者及び反対者をして、なるべく交互に

発言させなければならない。 

（質問または討論の終結） 

第23条 質問又は討論が終ったときは、議長は、その終結を宣告する。 

２ 質問又は討論が続出して容易に終結できないときは、代議員は、質問又は討論終結の動議を提出すること

ができる。 

３ 前項の動議が提出されたときは、議長は、会議にはかってこれを決する。 

第４章 表  決 

（表決問題の宣告） 

第24条 議長が表決しようとするときは、表決に付する案件又は動議の内容を宣告しなければならない。 

２ 議長が表決を宣告した後は、何びとも議題について発言することができない。ただし、表決の方法につい

ての発言は、この限りではない。 

（不在代議員） 

第25条 表決宣告の際、議場にいない代議員は、表決に加わることができない。 

（起立、挙手又は投票による表決） 

第26条 議長が表決をとろうとするときは、賛成する者に起立又は挙手をさせ、その多少を認定して可否の結
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果を宣告する。 

２ 議長が起立者又は挙手者の多少を認定し難いとき、又は議長の宣告に対し出席代議員の３名以上の者から

異議の申立があったときは、議長は、記名投票又は無記名投票で表決をとる。 

（記名投票又は無記名投票による表決） 

第27条 議長が必要があると認めるとき、又は出席代議員の３名以上の者から要求があるときは、議長は、会

議にはかって、記名投票又は無記名投票で表決をとる。 

（選挙規定の準用） 

第28条 前２条の規定により記名投票又は無記名投票を行う場合には、島根県医師会役員選挙規程第11条、第

12条及び第13条の規定を準用する。この場合において、島根県医師会役員選挙規程第12条中「選挙管理委員」

とあるのは「代議員」と読み替えるものとする。 

（表決訂正の禁止） 

第29条 代議員は、自己の表決の訂正を求めることはできない。 

（異議申立の場合の表決） 

第30条 議長は、表決について異議の有無を会議にはかることができる。 

２ 異議がないと認めるときは、議長は、可決の旨を宣告する。ただし、議長の宣告に対し、出席代議員の３

名以上の者から異議の申立があるときは、議長は、起立の方法で表決をとらなければならない。 

第５章 議題及び議案 

（議題の提出） 

第31条 代議員は、理事に対し、一定の事項を代議員会の議題とすることを請求することができる。 

２ 前項の規定による請求は、案を具え理由を付し、発議者を含めて代議員２名の連署とともに、書面をもっ

て代議員会開催の６週間前までに行わなければならない。 

（議案の提出） 

第32条 代議員は、代議員会の議題である事項について、代議員会に議案を提出することができる。ただし、

当該議案が法令もしくは定款に違反する場合又は実質的に同一の議案につき代議員の５名以上の賛成を得ら

れなかった日から３年を経過していない場合には、この限りではない。 

２ 前項の規定による議案の提出は、案を具え理由を付し、書面をもって、議長に提出しなければならない。 

第６章 委 員 会 

（代議員会設置の委員会） 

第33条 定款第51条の規定に基づき設置される委員会に関しては、本章の定めるところによる。 

（委員会の任務） 

第34条 委員会は、代議員会の決議により付託された案件を審査する。 

（委員の選出） 

第35条 委員会の委員は、議長がこれを指名し、又は代議員会においてこれを選出することができる。 

（委員長及び副委員長の選出） 

第36条 委員会は、委員長１名、必要により副委員長１名を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員会において委員が互選する。 
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（委員長の任務） 

第37条 委員長は、委員会の秩序を保持し、議事を整理し、議事の経過及び結果を代議員会に報告しなければ

ならない。 

２ 副委員長は、委員長に事故があるときはその職務を代理し、委員長が欠けたときはその職務を行う。 

３ 委員会は、委員長が招集する。 

（委員会の議事） 

第38条 委員会は、委員半数以上の出席がなければ、議事を開き決議することができない。 

２ 委員会の議事は、出席委員の過半数でこれを決する。 

（会議中の委員会の開催禁止） 

第39条 委員会は、代議員会の会議中は開くことができない。ただし、議長の許可を得た場合は、この限りで

はない。 

（閉会中の継続審査） 

第40条 委員会は、これに付託された案件については、代議員会の決議を得れば、閉会中も、なお継続して審

査することができる。その結果については、次期の代議員会に報告しなければならない。 

（委員の発言） 

第41条 委員は、議題について質問し、意見を述べることができる。ただし、委員会において別に発言の方法

を決めたときは、この限りではない。 

（委員外代議員の出席発言） 

第42条 委員会は、審査の案件について必要があると認めるときは、委員でない代議員の出席を求めて、説明

又は意見を聞くことができる。 

（理事等の出席発言） 

第43条 委員会は、審査の案件について必要があると認めるときは、理事等の出席を求めて、説明又は意見を

聞くことができる。 

（委員の修正案の提出） 

第44条 委員は、修正案を発議しようとするときは、あらかじめ、その案を委員長に提出しなければならない。 

（案件の発議者の出席発言） 

第45条 委員会に付託された案件の発議者は、委員会に出席して意見を述べることができる。ただし、当該委

員でない者は、その表決に加わることができない。 

（委員会の秘密会） 

第46条 委員会の会議は、出席委員の２分の１以上の多数の決議により秘密会とすることができる。 

（議長及び副議長の出席発言） 

第47条 議長及び副議長は、委員会に出席して意見を述べることができる。ただし、表決に加わることができ

ない。 

第７章 議 事 録 

（議事録の作成） 

第48条 議長は、代議員会の会期ごとに、法令に定めるところにより議事録を作成しなければならない。 
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（議事録の公表） 

第49条 議事録の要旨は、これを公表する。 

（議事録署名者） 

第50条 議事録には、議長及び議長が指名した２名の代議員が連署しなければならない。 

第８章 補  則 

（議事規則の疑義の決定） 

第51条 この規則の施行に関し疑義が生じたときは、議長が定める。ただし、異議があるときは、会議にはかっ

て決める。 

（議事規則の改正） 

第52条 この規則を改正しようとするときは、代議員会の決議を経なければならない。 

附   則 

（施行期日） 

１ 本規則は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関

する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第106条第１項に定める一般法人の設立の登記の日から

施行する。 

２ 令和３年６月20日一部改正、令和３年６月21日施行 


